
                                

東の風を待つ 

                                               校長   清水 利浩 

今日は「風」についてお

話します。 

最近、「空っ風」という、

北西のつめたい季節風が

強い日が多いですね。先週

の木曜日は熊谷地方気象

台の最大瞬間風速は、

20.7m でした。台風なみ

の強い風でした。 

「空っ風」が吹く日がま

だまだ多く、春の訪れは、も

う少し先でしょうか。「空っ

風」は、気象庁のホームペ

ージによると、山越えの乾燥した寒くて強い風であるとされています。熊谷地方では、群馬県

の山々から吹きおろす強烈な風を「赤城おろし」といいます。 

 

暦の上では、春となりました。 ２月４日は、立春でした。 

この立春から春分の日（今年は３月２０日）までの間に、広い範囲で初めて吹く、暖かくやや

強い南よりの風を「春一番」といいます。 

今年は、いつ「春一番」が吹くのでしょうか、待ち遠しいですね。 

 

さて、もう１つ、春を感じさせる風、春に吹く暖かい風のことを「東風」（こち）とよみます。 

この字のごとく、東から吹く風。まさに「東中旋風」だと思いませんか。 

様々な場面で皆さんが活躍してくれています。今日の全校朝会では、たくさんの表彰があり

ます。今日だけでは表彰しきれないとも聞いています。皆さんの頑張りで、「東中旋風」を吹か

せていることに感謝します。３年生も間近に迫った県公立の受験にむけて頑張ってください。 

今後も、東中生からの春を感じさせる暖かい風を吹かせてください。 
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